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令
和
元
年
度　

第
２
回
全
体
研
修
会

　
テ
ー
マ
　「
さ
い
た
ま
市
が
目
指
す
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
～
ワ
ク
ワ
ク
す
る
プ
ラ
ン
を
つ
く
ろ
う
～
」

開
催
日
時　

令
和
元
年
７
月
19
日
（
金
）
10
時
00
分
～
12
時
00
分

開
催
場
所　

と
き
わ
会
館　

５
階
会
議
室

第
２
回
全
体
研
修
会
は
、
さ
い
た

ま
市
い
き
い
き
長
寿
推
進
課　

小
島
係

長
を
お
招
き
し
「
さ
い
た
ま
市
が
目
指

す
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に

ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
後
半
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
「
ワ
ク
ワ
ク
す

る
プ
ラ
ン
を
作
ろ
う
!
」
と
題
し
、
当

協
会
役
員　

敬
寿
園
宝
来
ホ
ー
ム
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

澁
谷
知
久
氏
が

事
例
本
人
役
（
さ
い
た
ま
市
蔵
さ
ん
）

と
し
て
実
演
し
、
リ
ア
ル
感
た
っ
ぷ
り

の
中
、
「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
プ
ラ
ン
づ
く

り
」
を
検
討
し
た
。

始
め
に
、
小
島
係
長
よ
り
昭
和
か
ら

の
電
化
製
品
の
三
種
の
神
器
が
時
代
と

共
に
変
化
し
、
家
事
労
働
の
軽
減
以
外

に
、
余
暇
の
充
実
、
生
活
環
境
が
大
き

く
変
わ
り
、
現
在
は
神
器
が
な
く
な
っ

て
い
る
現
実
か
ら
、
生
活
ニ
ー
ズ
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ
は
一
人
ひ
と
り
多
様
に
な
っ
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

２
０
０
０
年
４
月
に
介
護
保
険
が
施

行
し
、
第
２
期
２
０
０
５
年
改
正
で
介

護
予
防
が
重
視
さ
れ
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
開
設
。
第
４
期
２
０
１
１

年
改
正
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
と
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し
て
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
の
創
設
。
更
に
第
６
期
２
０
１
４

年
改
正
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
た
地
域
支
援
事
業
の
充

実
、
全
国
一
律
の
予
防
給
付
（
訪
問
介

護
・
通
所
介
護
）
を
市
町
村
が
取
り
込

む
地
域
支
援
事
業
に
移
行
し
、
一
人
ひ

と
り
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
多

様
化
）
に
対
応
で
き
る
内
容
へ
改
正
さ

れ
た
経
緯
が
あ
る
。

介
護
予
防
導
入
の
経
緯
と
し
て
は
、

要
支
援
・
要
介
護
１
の
認
定
者
の
大
幅

な
増
加
が
あ
り
、
軽
度
の
原
因
疾
患
に

関
節
疾
患
・
骨
折
・
転
倒
・
高
齢
に
よ

る
衰
弱
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
半
数
が
体

を
動
か
さ
な
い
こ
と
に
よ
る
心
身
の
機

能
低
下
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
定
期

的
に
体
を
動
か
す
こ
と
な
ど
の
予
防
が

可
能
で
あ
る
と
判
明
し
、
予
防
重
視
型

シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
た
。

２
０
１
４
年
改
定
の
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
と
地
域
支
援
事
業
は
、
さ

い
た
ま
市
の
全
体
像
の
中
で
団
塊
の
世

代
が
75
歳
と
な
る
２
０
２
５
年
を
目
処

に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・
予

防
・
住
ま
い
、
そ
し
て
生
活
支
援
で
あ

る
自
治
会
や
民
生
委
員
・
老
人
ク
ラ
ブ

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
け
合

い
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
独
居
で
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
よ
り
、
皆
と
の
会
食
の

方
が
抑
う
つ
に
な
り
に
く
く
、
サ
ロ
ン

に
参
加
し
た
方
が
要
介
護
認
定
率
が
低

令
和
元
年
度　

第
３
回
全
体
研
修
会

事
例
検
討
会
　「
認
知
症
の
対
応
と
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
～
認
知
症
の
対
応
方
法
を
共
有
し
よ
う
～

開
催
日
時　

令
和
元
年
10
月
3
日
（
木
）　

9
時
30
分 

～ 

11
時
30
分

開
催
場
所　

浦
和
ふ
れ
あ
い
館　

２
階　

第
一
会
議
室

《
研
修
事
前
打
ち
合
わ
せ
》

今
回
の
研
修
参
加
者
の
中
か
ら
、
特

定
事
業
所
加
算
を
算
定
し
て
い
る
計
18
事

業
所
が
メ
イ
ン
と
な
り
、
令
和
元
年
８

月
20
日
（
火
）
18
時
30
分　

浦
和
ふ
れ

あ
い
館
地
下
会
議
室
に
て
企
画
計
画
か

ら
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
第
２
回
全

体
研
修
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
色
々
な
人
の
意
見

や
考
え
方
が
聞
け
て
良
か
っ
た
と
多
数

い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
根
底
と
な
っ
て

い
る
。

そ
し
て
、
さ
い
た
ま
市
が
目
指
す

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
介
護
保
険
制

度
が
導
入
し
専
門
職
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

が
整
備
さ
れ
る
一
方
で
地
域
の
継
が
り

が
疎
遠
に
な
り
、
支
援
に
慣
れ
て
し
ま

う
と
生
き
が
い
や
意
欲
・
自
分
の
役
割

が
感
じ
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。
住
み

慣
れ
た
地
域
で
私
達
は
、
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
よ
り
も
多
く
の
「
資
源
」
と

関
わ
り
を
も
っ
て
生
活
し
て
お
り
、
馴

染
み
の
あ
る
関
係
か
ら
途
切
れ
た
原
因

を
探
り
、
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
生
活
全
般
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
必
要
で
あ
る
。

自
立
型
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
は
同
じ
で
も
、
し
た
い
こ
と
は
そ
れ

ぞ
れ
で
あ
り
、
何
が
そ
の
人
の
動
機
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
見
極
め
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

後
半
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
事
例

本
人
役
の
澁
谷
氏
（
さ
い
た
ま
市
蔵
さ

ん
）
が
登
場
し
、
本
人
に
質
問
、
回
答

に
沿
い
、
グ
ル
ー
プ
内
で
必
要
な
支
援

と
は
？　

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
以
外
に
は
何
が
あ
る
の
か
、
そ
の

根
拠
を
踏
ま
え
な
が
ら
発
表
を
行
っ

た
。
各
グ
ル
ー
プ
と
も
関
わ
っ
て
き
た

仲
間
と
の
疎
遠
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は

馴
染
み
の
仲
間
が
い
な
い
こ
と
に
着
目

し
、
以
前
の
社
会
活
動
や
職
業
を
活
か

す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
提
案
。
更

に
家
庭
内
で
の
役
割
も
位
置
付
け
る
な

ど
、
ま
さ
に
「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
プ
ラ

ン
」
の
提
案
に
，
さ
い
た
ま
市
蔵
さ
ん

も
「
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
」
と
感
想
が
あ

り
、
会
場
全
体
で
さ
い
た
ま
市
蔵
さ
ん

と
と
も
に
大
き
な
拍
手
が
上
が
っ
た
。

総
括
と
し
て
小
島
係
長
よ
り
、
最
も

重
要
な
事
は
高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
向
上

し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
「
い
き
い
き
」

と
輝
き
な
が
ら
暮
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
。

そ
の
た
め
に
私
達
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、

よ
り
多
く
の
地
域
の
資
源
を
把
握
し
、
郷

土
愛
を
意
識
す
る
こ
と
で
高
齢
者
か
ら

も
よ
り
信
頼
度
が
高
ま
り
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
も
含
め
、
地
域
全
体
皆
が
住
み
や

す
い
地
域
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。
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の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に
多
く
の
時
間
を
か
け
全
体

研
修
を
進
め
て
行
く
方
針
と
な
っ
た
。

研
修
参
加
者
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内

容
を
反
映
す
る
こ
と
で
、
『
参
加
し
た

い
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
研
修

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
研
修

を
通
し
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
困
っ

て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
解

消
さ
れ
、
会
員
に
役
立
つ
こ
と
も
協
会

へ
加
入
す
る
一
つ
の
利
益
で
あ
る
。

当
日
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
事
例

と
し
て
、
『
①
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
、
②
脳
血
管
性
の
認
知
症
、
③
レ

ビ
ー
小
体
型
認
知
症
』
の
３
種
類
各
３

事
例
を
当
日
の
資
料
と
し
て
、
計
９
名

が
事
例
提
供
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

事
例
提
供
に
使
用
す
る
様
式
は
、
さ
い

た
ま
市
ケ
ア
マ
ネ
協
会
が
作
成
し
た
事

例
シ
ー
ト
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ト
し
て
活
用
す
る
と
い
う
初
め

て
の
試
み
で
あ
る
。
今
後
、
研
修
の
参

加
申
込
み
な
ど
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
時
代
の

流
れ
に
乗
っ
て
、
柔
軟
に
『
シ
フ
ト

チ
ェ
ン
ジ
』
で
き
る
よ
う
『
チ
ャ
レ
ン

ジ
』
し
続
け
た
い
。

そ
の
他
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
を
上
手
く
活
用
し
た
い
と
の
意

見
が
あ
り
、
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

委
員
会
の
構
成
員
で
あ
り
、
シ
ニ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
管
理
す
る
黒
川
氏

よ
り
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
う
時
間
を
設
け

る
こ
と
と
な
っ
た
。

《
研
修
当
日
》

１
グ
ル
ー
プ
6
名
（
計
9
グ
ル
ー

プ
）
で
の
事
例
検
討
を
予
定
し
て
い
た

が
、
当
日
の
参
加
状
況
か
ら
１
グ
ル
ー

プ
5
～
6
名
（
計
8
グ
ル
ー
プ
）
に
変

更
す
る
。
グ
ル
ー
プ
内
に
１
名
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
ど
こ
で
も

シ
ー
ト
を
用
い
て
グ
ル
ー
プ
内
で
事
例

を
ま
と
め
『
事
例
提
供
者
が
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
こ
と
』
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
が
で
き
た
。
ま
と
め
た
事
例
に
つ

い
て
は
グ
ル
ー
プ
内
の
メ
ン
バ
ー
が
順

番
に
計
３
回
発
表
し
、
発
表
者
以
外
は

他
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
聞
き
に
行
き

質
疑
応
答
し
た
。
事
例
提
供
者
と
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
以
外
は
ほ
と
ん
ど
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
実
践
に
も
な
り
、
説
明
す

る
力
や
ま
と
め
る
力
の
向
上
に
も
つ
な

が
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
発
表
が
終
了

し
た
後
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
に
つ
い
て
黒
川
氏
か
ら
の
説
明
が
あ

り
、
実
際
に
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
か

か
わ
り
を
持
っ
た
事
例
を
当
協
会
の
松
橋

副
会
長
が
発
表
し
た
。
「
た
と
え
困
難
な

ケ
ー
ス
に
当
た
っ
て
も
、
ケ
ア
マ
ネ
一
人

で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

周
り
を
巻
き
込
ん
で
皆
で
解
決
に
つ
な
げ

よ
う
」
と
多
職
種
連
携
の
必
要
性
を
語
っ

た
。今

後
の
展
開
と
し
て
、
当
協
会
の
宮

本
会
長
は
「
協
会
で
し
か
で
き
な
い
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
研
修
を
や
っ
て
い
き
た
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

西
区
・
桜
区
合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
テ
ー
マ
　「
服
薬
管
理
に
つ
い
て
勉
強
会
・
意
見
交
換
」

開
催
日
時　

令
和
元
年
７
月
11
日
（
木
）
15
時
30
分
～
17
時
00
分

開
催
場
所　

さ
い
た
ま
市
西
区
役
所　

１
階
Ｃ
会
議
室

西
区
・
中
央
区
合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

で
、
株
式
会
社
ス
ギ
薬
局　

在
宅
医
療
専

門
薬
剤
師　

曇
大
地
氏
を
お
招
き
し
「
薬

局
と
の
連
携
・
薬
剤
管
理
」
に
つ
い
て
ご

講
義
を
い
た
だ
い
た
。

①
「
処
方
箋
の
書
式
」
に
つ
い
て

　

処
方
箋
の
書
式
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い

が
、
記
載
事
項
は
決
ま
っ
て
い
る
。

　

１
．
患
者
さ
ん
に
関
す
る
情
報（
氏
名
・

　
　

生
年
月
日
、
保
険
者
番
号
負
担
割
合

　
　

等
）

　

２
．
保
険
医
療
機
関
に
関
す
る
情
報　

　

（
ク
リ
ニ
ッ
ク
名
・
医
師
名
等
）

　

３
．
処
方
箋
交
付
年
月
日
（
使
用
期　

　
　

限
が
あ
り
、
期
限
後
は
使
用
で
き
な

　
　

い
た
め
自
分
で
病
院
へ
連
絡
す
る
し

　
　

か
な
い
）
。

　

４
．
処
方
内
容
（
薬
の
内
容
）

　

５
．
備
考
欄
（
後
発
医
薬
品
へ
の
変
更

　
　

不
可
の
署
名
ま
た
は
押
印
等
）
同
じ

　
　

薬
で
も
処
方
箋
の
書
き
方
は
様
々
で
、

　
　
「
一
般
名
の
処
方
」「
変
更
不
可
の
処
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方
」
「
一
包
化
指
示
の
あ
る
処
方
」
「
外

用
薬
の
処
方
」
「
手
書
き
の
処
方
」
な
ど

が
あ
る
。

②
「
居
宅
療
養
管
理
指
導
」
に
つ
い
て

　

病
院
・
診
療
所
・
薬
局
な
ど
が
通
院
困

難
な
要
介
護
者
等
の
自
宅
を
訪
問
し
て
、

療
養
上
の
管
理
お
よ
び
指
導
を
行
う
。
支

給
限
度
額
枠
外
の
た
め
、
合
計
単
位
数
が

支
給
限
度
額
を
超
え
て
も
サ
ー
ビ
ス
利
用

は
可
能
。
薬
剤
師
の
役
割
と
し
て
、

　

１
．
服
薬
支
援
・
残
約
管
理
（
薬
を
忘

　
　

れ
な
く
、
間
違
い
な
く
飲
め
る
よ
う

　
　

に
支
援
）　

　

２
．
体
調
管
理
（
薬
の
効
果
と
副
作
用

　
　

の
チ
ェ
ッ
ク
）　

　

３
．
多
職
種
連
携
（
得
ら
れ
た
情
報
を

　
　

多
職
種
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
Ａ

　
　

Ｄ
Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
向
上
に
関
わ
る

　
　

こ
と
）

③
薬
剤
師
の
介
入
事
例

　

１
．
「
残
薬
調
整
と
管
理
方
法
の
提　

　
　

案
」

〔
独
居
、
軽
度
認
知
症
〕
薬
剤
師
の
訪

問
指
導
が
入
る
ま
で
約
４６
万
円
分
の

残
薬
が
あ
り
、
介
入
後
、
期
限
切
れ

薬
を
廃
棄
、
使
用
で
き
る
薬
剤
を
抽

出
、次
回
処
方
箋
発
行
の
際
、
必
要
な

日
数
調
整
や
追
加
処
方
、
処
方
削
除

等
を
主
治
医
に
提
案
、
薬
剤
師
に
よ

る
一
包
化
と
カ
レ
ン
ダ
ー
セ
ッ
ト
を

実
施
し
、
残
薬
問
題
は
解
消
。

　

２
．
「
服
用
時
間
変
更
に
よ
る
コ
ン
プ

　
　

ラ
イ
ア
ン
ス
の
改
善
」

　
　

薬
物
動
態
を
確
認
し
、
施
設
ス
タ
ッ

　
　

フ
の
服
薬
フ
ォ
ロ
ー
が
４
回
か
ら
３

　
　

回
に
減
少
。
袋
数
も
６
袋
か
ら
３
袋

　
　

へ
減
少
。
施
設
・
患
者
の
負
担
減
に

　
　

つ
な
が
っ
た
。

　

3
．「
食
生
活
に
合
わ
せ
た
処
方
提
案
」

膏
剤
１０
ｇ
の
処
方
で
１０
ｇ
チ
ュ
ー
ブ

１
本
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
塗

り
忘
れ
が
多
か
っ
た
た
め
、
１０
ｇ
１

本
を
５
ｇ
２
本
へ
変
更
、
１
本
は
自

宅
用
、
１
本
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

バ
ッ
グ
に
入
れ
る
こ
と
で
塗
り
忘
れ

が
改
善
。

　

４
．
「
複
数
の
薬
局
の
薬
を
１
ヵ
所
へ
」

３
ヵ
所
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
。
薬

は
ク
リ
ニ
ッ
ク
近
く
の
薬
局
で
も
ら

い
お
薬
手
帳
は
３
冊
、
内
容
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
同
じ
薬
が
２
ヵ
所
で

処
方
さ
れ
て
い
た
た
め
、
医
師
へ
確

認
し
、
１
ヵ
所
の
薬
を
中
止
、
本
人

へ
複
数
の
薬
局
で
す
べ
て
の
薬
を
も

ら
う
こ
と
の
リ
ス
ク
を
伝
え
、
１
つ

の
薬
局
で
す
べ
て
の
薬
を
処
方
す
る

こ
と
へ
変
更
。

　

５
．
「
自
宅
で
老
々
介
護
、
軽
度
認
知

　
　

症
」

　
　

家
族
や
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
夜
間
、
ト
イ

　
　

レ
へ
行
く
際
ふ
ら
つ
き
あ
り
、
処
方

　
　

内
容
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
寝
る
前
の

　
　

ア
モ
バ
ン
が
原
因
と
推
定
。
副
作
用

　
　

が
少
な
く
作
用
時
間
が
短
い
ル
ネ
ス

　
　

タ
へ
変
更
し
ふ
ら
つ
き
が
改
善
。

　

６
．
「
自
宅
に
て
家
族
介
護
」

　
　

ア
ー
ガ
メ
イ
ト
ゼ
リ
ー
の
処
方
、
非

　
　

常
に
味
が
悪
く
意
図
的
に
服
薬
し
な

　
　

い
こ
と
が
あ
っ
た
。
カ
リ
メ
ー
ト
経

　
　

口
液
オ
レ
ン
ジ
フ
レ
ー
バ
ー
へ
の
処

　
　

方
変
更
提
案
し
た
結
果
、
味
の
問
題

　
　

が
解
決
し
、
服
薬
漏
れ
が
な
く
な
っ

　
　

た
。

　
　

他
に
も
、
医
療
費
削
減
の
提
案
な
ど

　
　

も
行
っ
て
い
る
。

④
「
在
宅
開
始
ま
で
の
流
れ
」
に
つ
い
て

　

薬
剤
師
へ
の
情
報
提
供
と
し
て
、
「
処

方
（
予
定
）
内
容
」
「
退
院
の
タ
イ
ミ
ン

グ
」
「
退
院
処
方
の
日
数
」
「
次
回
処
方

箋
発
行
日
」
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
元
に

ど
こ
に
、
何
を
（
ど
の
店
舗
か
ら
）
、
い

つ
か
ら
お
持
ち
す
る
か
の
判
断
材
料
に
な

る
。

　

ス
ム
ー
ズ
に
お
薬
の
準
備
が
で
き
る
よ

う
に
、
薬
剤
師
が
担
当
者
会
議
や
退
院
時

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し
、
服
薬
で

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
相
談

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
と
し
て
、

「
処
方
箋
に
は
、
介
護
保
険
証
番
号
の
記

載
欄
が
な
い
た
め
、
円
滑
な
支
援
に
つ
な

げ
る
た
め
に
も
、
新
規
・
介
護
度
の
変

更
、
更
新
時
に
介
護
保
険
情
報
を
い
た
だ

け
る
と
助
か
り
ま
す
。
ま
た
、
薬
局
へ
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
共
有
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

話
し
た
。
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グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
利
用
者
自
身

の
判
断
で
薬
を
止
め
て
し
ま
う
方
へ
の
対

応
と
し
て
、
薬
を
飲
み
始
め
た
き
っ
か
け

と
服
薬
状
況
を
確
認
し
、
薬
剤
師
か
ら
主

治
医
へ
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
。
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
薬
品
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
効
き

目
は
一
緒
だ
が
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
対
し

て
不
安
等
が
あ
れ
ば
、
効
き
目
が
悪
い
と

感
じ
る
人
も
い
る
。
認
知
症
で
強
い
拒
否

が
あ
り
、
服
薬
困
難
ケ
ー
ス
の
対
応
と
し

て
、
主
治
医
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
服
薬

回
数
減
等
の
対
応
事
例
に
つ
い
て
の
情
報

交
換
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
で
改
め
て
多
職
種
連
携
の

大
切
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

施
設
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
の
報
告

　
テ
ー
マ
　「
座
談
会
～
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で
話
そ
う
よ
」

開
催
日
時　

令
和
１
年
７
月
27
日
（
土
）
14
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ケ
ア
ラ
ヴ
ィ
ー
レ
西
大
宮

今
年
度
の
施
設
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
は
、

会
場
に
昨
年
度
３
回
目
の
研
修
会
で
も

お
世
話
に
な
っ
た
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ケ
ア
ラ

ヴ
ィ
ー
レ
西
大
宮
さ
ん
の
ホ
ー
ル
を
お
借

り
し
て
、
昨
年
の
サ
ロ
ン
と
同
様
の
テ
ー

マ
で
開
催
し
た
。
施
設
ケ
ア
マ
ネ
と
し
て

働
く
中
で
の
困
り
ご
と
、
組
織
内
で
の
多

職
種
連
携
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
上
い
ま
さ

ら
聞
け
な
い
こ
と
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
情

報
交
換
会
を
行
っ
た
。
申
込
に
際
し
て
参

加
者
に
予
め
提
出
し
て
も
ら
っ
た
「
今
、

働
い
て
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
、
サ
ロ
ン

で
話
を
し
て
み
た
い
こ
と
、
聞
い
て
み
た

い
こ
と
」
の
レ
ジ
ュ
メ
を
参
考
に
、
５
～

６
名
で
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
意

見
交
換
を
行
い
、
最
後
に
各
グ
ル
ー
プ
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
を
発
表
し
て
い
た
だ
い

た
。	話

題
は
多
岐
に
亘
っ
た
の
で
主
な
も

の
を
以
下
に
抽
出
す
る
。	

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
；
施
設
に

よ
っ
て
方
法
が
違
う
。
ケ
ア
マ
ネ
が
一

人
で
行
い
負
担
が
大
き
い
施
設
。
ケ
ア

ス
タ
ッ
フ
も
協
力
的
で
毎
月
一
緒
に
記

録
す
る
時
間
が
あ
る
と
こ
ろ
も
。
文
言

が
い
つ
も
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い

苦
労
し
て
い
る
。

帰
宅
願
望
の
強
い
入
居
者
へ
の
対
応

に
つ
い
て
；
「
明
日
お
迎
え
が
来
る
か

ら
待
ち
ま
し
ょ
う
」
と
統
一
し
た
対
応

を
と
っ
て
い
る
が
、
心
苦
し
さ
を
感
じ

る
。レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
；
入

居
者
の
レ
ベ
ル
差
が
あ
り
難
し
い
。
ユ

ニ
ッ
ト
内
で
ひ
と
を
入
れ
替
え
る
な
ど

し
て
対
応
。
個
別
に
対
応
で
き
て
い
る

施
設
も
あ
る
。

ケ
ア
マ
ネ
と
し
て
の
業
務
時
間
の
確

保
が
難
し
い
。
介
護
職
・
相
談
員
と
の

兼
務
が
多
く
、
週
一
日
、
月
三
日
し
か

確
保
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
。
残
業
で
対

応
し
て
い
る
が
集
中
し
た
時
間
が
と
れ

る
。担

当
者
会
議
に
つ
い
て
；
ケ
ア
マ
ネ

が
事
前
に
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
情
報

を
得
て
ま
と
め
、
書
類
を
集
め
て
設
定

し
て
い
る
。
各
部
署
が
Ｐ
Ｃ
に
情
報
を

打
ち
込
ん
で
く
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
こ
と
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

も
繋
が
る
。
本
人
・
家
族
の
意
向
が
食

い
違
う
場
合
、
プ
ラ
ン
の
説
明
が
難
し

い
。
本
人
へ
の
説
明
が
後
回
し
に
な
っ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
目
標
設
定
；
本
人
に

聞
い
て
も
「
今
の
ま
ま
で
い
い
」
と
曖

昧
で
、
ど
う
目
標
を
た
て
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
。

退
院
時
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
；
聞
い

た
情
報
と
違
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
退

院
後
数
日
が
経
過
し
て
か
ら
作
成
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
。

外
国
人
ス
タ
ッ
フ
の
受
け
入
れ
を
し

て
い
る
施
設
も
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
「
今
ま
で
話

す
場
が
な
く
悩
み
ば
か
り
だ
っ
た
が
、

初
め
て
参
加
し
て
他
施
設
の
取
り
組

み
、
様
々
な
意
見
を　

聞
け
て
情
報
交

換
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
「
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
に
も
関
わ
っ
て
い
る
施

設
が
あ
り
、
真
似
し
た
い
と
思
っ
た
」

「
今
後
、
他
施
設
の
意
見
も
取
り
入
れ

て
少
し
で
も
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い

け
れ
ば
と
思
う
」
な
ど
の
感
想
を
い
た

だ
い
た
。
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ちょっと   coffee  break

前号広報誌のあとがきに（あ
・ ・ ・

なたの番がきたら）
と書いてあったが、今回、その（あ

・ ・ ・

なたの番）が
私に回ってきた。話題だったあのドラマを意識し
ているのか？だからといって、怖い初体験の話で
はないので気楽に読んでください。
　
私は、自分で言うのもなんだが多趣味だと思う。

思考回路もポジティブな方・・かもしれない。こ
れまで出会った方々の影響で、自ら行かなかった
り知らない分野に誘われたら、とりあえず行くこ
とにしている。触れて体験して楽しかったらまた
行く。世界が広がりこれが続いて趣味になってい
る。たぶん日常でない時間を過ごすことが好きな
んだと思う。もちろん自ら興味を持ち長年続いて
いる趣味もあり、その趣味の中にはジャンルを問
わずライブに行くことも入っているのだが、これ
までも行きたいライブには行ってみたし、これか
らも行きたいライブはある。
そうした中、好きなアーティストが出るという

ので、今年「フェス」とやらに初参戦してしまっ
たのである。これがタイトルの「初体験」なのだが、
楽しい初体験になった。
フェスといっても野外に屋内、春フェスに夏フェ

ス。出演者も日本人のみや海外アーティストが多
いフェスがある。何万人もの人がスタンディング
で盛り上がるイメージがあったが、ステージも複
数あって、テントを張って家族でゆったりと見た
り、書ききれない程のパターンがある。出演者は
皆さんがご存じのアーティストも多いと思う。

会員Ｎ

「いまさらの初体験」

私のフェス初体験は春（屋内）。好きなアーティ
ストを近くで見るために知らないバンドのステー
ジから参戦し前方をキープ。頭の上を何度もダイ
ブされ痛かったが、色々なノリ方があって面白
かった。ライブのダイブも初体験。敢えて痛い思
いをすることはないのだが、行かなけりゃ分から
なかった。（因みに、私の好きなアーティストで
はダイブはしない。）
そしてそして、好きなアーティストが出演する

ので、なんと日本最大級の野外の夏フェスにも初
参戦してしまった。早朝からの行動、熱中症対策
も万全に、またどのステージを見て回るのかタイ
ムテーブルを考えるのも楽しかった。またまた前
方キープのために前のライブから参戦したが、好
きな人以外は、後方でも歌は聞けるし、興味のあ
るアーティストを一度に見られるのもフェスなら
ではだと思った。○○○組 . ○○○や阿○○○を
見て、何万人も魅了した大人気の○○○ょ○も後
方からだけど見られて楽しかった～♪。現地では、
若いファン仲間と集まり楽しいひと時。フェス飯
もおいしかった。老若男女、みんながハマル気持
ちも分かった。
好きなアーティストが出なかったら行かなかっ

たし、まさかこの年になって猛暑の中夏フェス
初参戦なんて思わなかったが、楽しかったから
OK！
皆様もいつの日か、興味が湧いた新しい世界に一

歩踏み出して初体験してみてはいかがでしょうか？

ちょっと   coffee  break

〒 331-0074　埼玉県さいたま市西区宝来 86-1
敬寿園宝来ホーム
連絡先　ＴＥＬ　048-620-0600　　ＦＡＸ　048-620-0601

事 務 局

ホームページ
h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　

さいたま市介護支援専門員協会 検索


